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日
　
本
　
私
　
法
　
学
　
会
　
会
　
報

□　

日
本
私
法
学
会
第
七
六
回
大
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
御
出
席
く
だ
さ
い
。

一　

期　
　

日　
　

二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
三
日
（
土
）、
一
四
日
（
日
）

二　

場　
　

所　
　

法
政
大
学
法
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
（
〒
一
〇
二‒

八
一
六
〇　

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二‒

一
七‒

一　

法
政
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）

三　

学
会
次
第

Ⅰ　

日
本
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
〇
月
一
三
日
、
九
時
三
〇
分
〜
一
七
時
）

　

⑴　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
不
動
産
賃
貸
借
の
現
代
的
課
題
」

 

司
会　
　

神
戸
大
学
教
授　
　

窪　

田　

充　

見

 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

山
野
目　

章　

夫

　
　

１　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

山
野
目　

章　

夫

　
　

２　

存
続
保
障
の
今
日
的
意
義 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

秋　

山　

靖　

浩

　
　

３　

不
動
産
流
動
化
の
要
請
と
賃
貸
人
の
地
位 

慶
應
義
塾
大
学
教
授　
　

松　

尾　
　
　

弘

　
　

４　

信
頼
関
係
破
壊
法
理
の
機
能
と
展
望 

名
古
屋
大
学
准
教
授　
　

𠮷　

政　

知　

広

　
　

５　

賃
借
人
の
シ
ル
エ
ッ
ト
―
消
費
者
法
の
視
座
か
ら 

一
橋
大
学
准
教
授　
　

角　

田　

美
穂
子

　
　

６　

不
動
産
賃
貸
借
の
現
代
的
課
題 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

山
野
目　

章　

夫

　

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

弁
護
士
、
琉
球
大
学
教
授　
　

北　

河　

隆　

之

 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

瀬　

川　

信　

久

＊　

各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
八
二
号
・
九
八
三
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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⑵　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
化
時
代
に
お
け
る
家
族
法
の
課
題
」

 

司
会　

甲
南
大
学
教
授　
　

櫻　

田　

嘉　

章

 

中
央
大
学
教
授　
　

高　

橋　

宏　

志

　
　

１　

趣
旨
説
明 

東
京
大
学
教
授　
　

早　

川　

眞
一
郎

　
　

２　

国
際
結
婚
に
関
す
る
三
つ
の
問
題

─
国
際
私
法
学
と
民
法
学
と
の
対
話
の
た
め
に 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

道
垣
内　

正　

人

　
　

３　

国
際
的
な
子
の
監
護
（
子
の
奪
取
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
も
含
む
） 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

棚　

村　

政　

行

　
　

４　

国
際
的
な
生
殖
補
助
医
療
と
親
子
関
係

─
代
理
懐
胎
に
つ
い
て 

東
京
大
学
教
授　
　

早　

川　

眞
一
郎

　
　

５　

国
際
的
な
養
子
縁
組

─
改
正
法
例
施
行
か
ら
二
〇
年 

南
山
大
学
教
授　
　

青　

木　
　
　

清

　
　

６　

国
際
的
な
後
見 

東
北
大
学
教
授　
　

久
保
野　

恵
美
子

　
　

７　

国
際
家
事
事
件
の
手
続
法
と
実
体
法

─
国
際
裁
判
管
轄
を
中
心
と
し
て 

学
習
院
大
学
教
授　
　

長
谷
部　

由
起
子

　

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

明
治
大
学
教
授　
　

青　

山　

善　

充

 

弁
護
士　
　

大　

谷　

美
紀
子

 

東
京
大
学
教
授　
　

大　

村　

敦　

志

＊　

各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
〇
一
二
年
夏
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　

⑶　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
企
業
会
計
法
の
諸
相

─
規
範
性
と
国
際
性
の
調
和
」

 

司
会　

九
州
大
学
教
授　
　

西　

山　

芳　

喜

　
　

１　

総　

論 

九
州
大
学
教
授　
　

西　

山　

芳　

喜

　
　

２　

公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
慣
行
お
よ
び
会
計
基
準 

広
島
大
学
教
授　
　

片　

木　

晴　

彦

　
　

３　

資
本
制
度
・
分
配
規
制
に
関
連
し
て 

大
阪
大
学
准
教
授　
　

久　

保　

大　

作

　
　

４　

監
査
制
度
の
課
題 

筑
波
大
学
教
授　
　

弥　

永　

真　

生

　
　

５　

企
業
会
計
法
と
開
示
規
制 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

尾　

崎　

安　

央

　
　

６　

税
法
に
お
け
る
配
当
の
概
念 

九
州
大
学
教
授　
　

渡　

辺　

徹　

也

　

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

東
京
大
学
名
誉
教
授　
　

斎　

藤　

静　

樹

 

一
橋
大
学
教
授　
　

伊　

藤　

邦　

雄

＊　

各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
旬
刊
商
事
法
務
一
九
七
四
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
下
さ
い
。
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Ⅱ　

研
究
報
告
（
一
〇
月
一
四
日
、
一
〇
時
〜
一
六
時
一
〇
分
）

　

⑴　

第
一
部
会

　
　

ア
「
両
当
事
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
履
行
不
能
の
効
果
論
に
関
す
る
一
考
察
」 

神
戸
市
外
国
語
大
学
准
教
授　
　

坂　

口　
　
　

甲

　
　

イ
「
契
約
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
理
論
」 

三
重
大
学
准
教
授　
　

白　

石　

友　

行

　
　

ウ
「
死
後
の
事
務
に
お
け
る
故
人
の
意
思
の
尊
重
と
相
続
法
秩
序

　
　
　
　

─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
本
人
死
亡
後
の
代
理
に
関
す
る
議
論
を
手
が
か
り
と
し
て
」 

明
治
学
院
大
学
准
教
授　
　

黒　

田　

美
亜
紀

　
　

エ
「
医
療
契
約
論

─
そ
の
典
型
的
な
る
も
の
」 

西
南
学
院
大
学
准
教
授　
　

村　

山　

淳　

子

　

⑵　

第
二
部
会

　
　

ア
「
宗
教
活
動
に
よ
る
不
法
行
為
と
宗
教
法
人
の
責
任
」 

東
京
基
督
教
大
学
特
任
教
授　
　

櫻　

井　

圀　

郎

　
　

イ
「『
利
用
型
』
侵
害
利
得
の
構
造
」 

香
川
大
学
准
教
授　
　

村　

田　

大　

樹

　
　

ウ
「
民
法
七
一
一
条
に
お
け
る
法
益
保
護
の
構
造
」 

専
修
大
学
専
任
講
師　
　

大　

澤　

逸　

平

　
　

エ
「
抵
当
権
の
本
質
論
に
つ
い
て
」 

千
葉
大
学
准
教
授　
　

鳥　

山　

泰　

志

　

⑶　

第
三
部
会

　
　

ア
「
適
合
性
原
則
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」 

徳
島
大
学
准
教
授　
　

王　
　
　

冷　

然

　
　

イ
「
投
資
市
場
に
お
け
る
責
任
配
分
法
理
」 

姫
路
獨
協
大
学
講
師　
　

永　

田　

泰　

士

　
　

ウ
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
お
け
る
居
住
の
保
障
と
法
的
課
題

　
　
　
　

─
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
等
に
お
け
る
契
約
書
等
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
を
て
が
か
り
と
し
て
」 

日
本
大
学
准
教
授　
　

矢　

田　

尚　

子

　
　

エ
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
事
業
体
の
法
理
論

　
　
　
　

─
ア
メ
リ
カ
の
議
論
を
参
考
に
し
て
」 

信
州
大
学
准
教
授　
　

井　

上　

能　

孝

　

⑷　

第
四
部
会

　
　

ア
「
株
式
買
取
請
求
権
の
構
造
と
買
取
価
格
算
定
の
考
慮
要
素
」 

神
戸
大
学
准
教
授　
　

飯　

田　

秀　

総

　
　

イ
「
定
款
自
治
の
拡
大
と
限
界

　
　
　
　

─
フ
ラ
ン
ス
簡
易
株
式
組
織
会
社
の
社
員
権
を
中
心
と
し
て
」 

佐
賀
大
学
准
教
授　
　

小　

西　

み
も
恵
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ウ
「
少
数
派
株
主
の
締
出
し
取
引
に
お
け
る
外
部
機
関
の
意
見
に
つ
い
て

　
　
　
　

─
フ
ェ
ア
ネ
ス
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
意
義
と
問
題
点
の
検
討
を
中
心
に
」 

金
沢
大
学
准
教
授　
　

永　

江　
　
　

亘

　
　

エ
「
株
主
平
等
の
原
則
の
機
能
と
判
断
構
造
の
検
討
」 

京
都
大
学
准
教
授　
　

山　

下　

徹　

哉

Ⅲ　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
（
一
〇
月
一
四
日
、
昼
食
後
〜
）

　

Ａ
「
詐
害
的
な
行
為
に
対
す
る
私
法
上
の
法
規
制

　
　
　

─
一
般
法
理
と
し
て
の
「
フ
ロ
ー
ド
（fraude

）」
法
理
の
意
義
」

 

司
会
者
・
報
告
者　

慶
應
義
塾
大
学
教
授　
　

片　

山　

直　

也

 

報
告
者　

慶
應
義
塾
大
学
助
教　
　

髙　
　
　

秀　

成

　　

Ｂ
「
巨
大
リ
ス
ク
に
対
す
る
私
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　
　
　

─
同
時
多
発
テ
ロ
が
提
起
し
た
問
題
」 

報
告
者　

神
戸
大
学
准
教
授　
　

榊　
　
　

素　

寛

＊ 　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
少
人
数
の
参
加
者
が
自
由
に
討
論
す
る
形
で
進
行
す
る
研
究
会
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は
一
五
名
程
度
に
限
定
し
、
参

加
者
全
員
が
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
の
決
定
は
、
会
場
へ
の
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
本
年
度
大
会
へ
の
出
欠
葉
書
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記

入
欄
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
参
加
者
の
数
を
推
計
す
る
た
め
の
も
の
で
参
加
資
格
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。
右
の
テ
ー
マ
に
御
関
心
の
あ
る
方
々
は
、
予
め
参

考
文
献
に
目
を
通
し
た
う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
昼
休
み
の
時
間
帯
を
利
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
者
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場
で
昼
食
を

と
っ
て
い
た
だ
き
、
昼
食
終
了
後
、
直
ち
に
報
告
・
討
論
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ⅳ　

総
会
（
一
〇
月
一
四
日
、
一
二
時
一
五
分
〜
一
二
時
三
〇
分
）

四　

注
意
事
項

　

⑴　

開
始
・
終
了
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

⑵ 　

昼
食
の
必
要
な
方
は
、
予
め
同
封
の
葉
書
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
弁
当
・
一
食
一
〇
〇
〇
円
）。
お
申
込
み
は
、
出
欠
の
御
返
事
と
と
も
に
、
同
封
の
葉
書
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で
九
月
二
〇
日
（
木
）
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
必
着
。
延
着
の
場
合
に
は
、
昼
食
の
手
配
は
い
た
し
兼
ね
ま
す
）。
な
お
、
一
度
お
申
込
み
に
な
っ
た
弁

当
の
代
金
は
、
昼
食
が
御
不
要
に
な
っ
た
場
合
に
も
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□　

日
本
私
法
学
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊　

日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
の
申
請
に
つ
い
て

　

 　

日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
大
会
か
ら
個
別
報
告
審
査
制
度
が
導
入
さ
れ
、
個
別
報
告
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
上
、
理
事
会
に
お
い
て
個

別
報
告
を
行
う
者
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
い
て
個
別
報
告
を
希
望
さ
れ
る
会
員
は
、「
日
本
私
法
学
会
個
別
報
告
審
査
規
則
」
及
び
「
日
本
私
法

学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
関
す
る
規
程
」（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
日
理
事
会
決
定
）
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
（
日
本
私
法
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）、
個
別
報
告
の
資

格
要
件
等
に
つ
い
て
ご
確
認
の
上
、
個
別
報
告
の
申
請
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
日
本
私
法
学
会
事
務
局
ま
で
、
な
る

べ
く
メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

日
本
私
法
学
会
事
務
局　

幹
事　

加　

毛　
　
　

明

　
　

〒
一
一
三‒

〇
〇
三
三　

東
京
都
文
京
区
本
郷
七‒

三‒

一　

東
京
大
学
法
学
部
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡　

〇
三
（
五
八
四
一
）
三
一
三
一
（
法
学
部
研
究
室
受
付
）　
　

℻　

〇
三
（
五
八
四
一
）
三
一
六
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

E
-M

ail　

a-kam
o@

j.u-tokyo.ac.jp
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時　間　割
10月14日（日） 10月13日（土）

第４ 第３ 第２ 第１ 部会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

③

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

②

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

①

9：30

飯
田 王 櫻

井
坂
口

10：00

11：00

小
西

永
田

村
田

白
石

11：10

12：10 12：00

総　会
12：15

昼休み
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

Ａ
・
Ｂ

昼休み

12：30

永
江

矢
田

大
澤

黒
田

14：00

15：00
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

③

シ
ン
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案　内　図

❖�学会大会の主たる会場は、地図のほぼ真ん中の『富士見校舎』の、右上の拡大図
の内、斜線を引いた『外濠校舎（そとぼりこうしゃ）』です。受付もこの外濠校
舎を入って、すぐ左奥にあります
　�但し、学会大会の詳細な開催教室などの場所・教室番号などは、当日、学会大会
の受付にて配布する、より詳細なキャンパスマップをご参照下さい。
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法政大学へのアクセス

❖�最寄り駅：飯田橋駅より徒歩７〜８分。
（ＪＲ総武線・西改札口。または、東京メトロ東西線Ａ４出口、有楽町線、南北線、
いずれも法政大学方面出口。）
　当日は、案内の者が、ＪＲ飯田橋駅・西改札口前と、加えて途中の２箇所に立っ
ている予定です。

または

❖�最寄り駅：市ヶ谷駅より徒歩１０分。
（ＪＲ総武線。または、東京メトロ有楽町線、南北線、いずれも５出口。または都
営新宿線、東京メトロ有楽町線、いずれもＡ１出口。）
　但し、当日は、人員配置の人数の関係で、市ヶ谷方面には案内の者が立ちません
ので、地理に不案内な方は、極力、飯田橋駅をご利用下さいますよう、お願い申し
上げます。


